
  

 

半田市発達支援通級クラス実施要綱 

 

 （目的） 

第１条 この要綱は、保育所及び幼保連携型認定こども園（以下「保育所等」という。）における特

別支援教育の充実を図るため、通級による発達支援クラスを設置し、少人数の中で一人ひとりの特

性に合わせた療育支援を行い、発達を促していくことを目的とする。 

 （対象児童） 

第２条 対象児童は、保育所等に通園する児童のうち、市長が特別な支援が必要と認めた３歳児

から５歳児までの児童とする。 

 （実施場所） 

第３条 実施場所は、半田市立白山保育園とする。 

 （名称） 

第４条 名称は、発達支援通級クラスひまわり組（以下「ひまわり組」という。）とする。 

 （定員） 

第５条 定員は、１クラス６名とし、５クラスを設置する。 

 （療育内容） 

第６条 ひまわり組における療育は、対象児童の通級により、個別支援計画に基づくそれぞれの特性

に応じた支援を少人数で行うこととし、在籍園での円滑な生活につなげるものとする。 

 （職員の配置） 

第７条 ひまわり組に保育士２名を配置し、必要に応じて、臨床心理士、作業療法士等を配置する

ものとする。 

 （申請及び決定） 

第８条 ひまわり組への通級を希望する児童の保護者は、半田市発達支援通級クラス「ひまわり組」

入級申請書（様式第１）を市長に提出しなければならない。 

２ 市長は、前項の申請書を受理した場合、入級審査委員会を開催し、可否を決定するものとする。 

３ 市長は、前項の規定による決定を、第1項の申請書を提出した保護者に対し、半田市発達支援

通級クラス「ひまわり組」入級決定通知書（様式第２）により通知するものとする。 

 （入級審査委員会） 

第９条 前条第２項に規定する入級審査委員会（以下「委員会」という。）は、幼児保育課長、ふ

たば園長、つくし学園長、つくし学園臨床心理士 1名、子育て相談課保健師 1名で構成する。 

２ 委員会の委員長は、幼児保育課長が務める。 



  

 

３ 委員会の事務局は、幼児保育課が行う。 

 （臨床心理士及び作業療法士による指導） 

第１０条 臨床心理士及び作業療法士は、必要に応じて、対象児童に対し指導を行うものとする。 

 （保護者相談） 

第１１条 ひまわり組担当保育士、臨床心理士、作業療法士等は、必要に応じて、保護者相談を

行うものとする。 

 （連携会議） 

第１２条 ひまわり組の円滑な運営を図るため、在籍園の園長及びクラス担任、ひまわり組担当保育

士、臨床心理士、白山保育園長、指導保育士、つくし学園長、子育て相談課保健師等により、必

要に応じて、連携会議を開催するものとする。 

 （その他） 

第１３条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

 

  附 則 

 この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。 

 附 則 

 この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

 附 則 

 この要綱は、令和４年４月１日から施行する。 

 附 則 

 この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 

 


